
団　体　名 活動企画案内 助成金額

 もちもちパソコンくらぶ 高齢者向けのもちもちパソコンくらぶ 4.3万円

可部地区社会福祉協議
ボランティアバンク「りんりん可部」

ボランティアで着用するベスト 4.1万円

 計　２団体 8.4万円

ファッションセラピーの会ヒロシマ
おしゃれに関するふれあい教室(出張も含む)
＆第５回ヘアー＆ふれあいファッションショー

37.3万円

安花の会 花と緑のある楽しいまちづくり 6.8万円

藤の木学区まちづくり推進協議会 団地東側のり面　花いっぱい運動 45万円

権現峠の自然をまもる会
権現峠の歴史古道伝承による伴中央地域の
まちづくり

29.3万円

高陽ニュータウンまちづくり市民会議 子ども・高齢者・地域支援事業 46.3万円

さんらいず
まちづくり＝ひとづくり　～人と人との心をつな
ぐさんさんキャンプ～

30万円

輝く命のプロジェクト 映画「うまれる」広島自主上映会 13.3万円

やさしさのまちづくり屋台村 市民による３Ｄネットワーク事業 43.3万円

特定非営利活動法人
ひろしまジン大学

地域共生社会創造～green ground market～ 29.5万円

牛田の歴史と文化を生かしたまちづく
りの会

牛田むかし話　紙芝居公演 24.8万円

 計　１０団体 305.6万円

施設整備助成分野

特定非営利活動法人
ＮＰＯ狩留家

水車小屋発電所を作り、情緒豊かな憩いの
場（交流の場）を作る

231.5万円

特定非営利活動法人
ひろしまＮＰＯセンター

湯来町の自然・文化を伝える「古民家
SATOYAMA」改修プロジェクト

250万円

 計　２団体 481.5万円
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第11回（平成25年度）助成団体の活動成果について

平成26年5月10日(土)に開催の成果発表会にて、各団体による活動成果の報告が行われました。



団体名［もちもちパソコンくらぷ　　　］

注意‥助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので、

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。

（1）活動報告

（D名称／テーマ �高齢者向けのもちもちパソコンくらぷ � 

②実施期間 �2013年4月1日～2014年3月31日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 主催；もちもちパソコンくらぶ 

④内　　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など） 

パソコンを始めたいが何となく怖い、分からないといったこうれいしやの方たちを 

対象に、古江の「古田のおうち」にて、「そばにいるよ、ゆっくりと、ていねいに」 

をモットーとしてパソコンを指導し、パソコンの面白さを知ってもらうと同時に、 

高齢者の仲間づくりと認知症予防のお役立ちを行った。 

【開催回数＆学習者数など】 

・いきいきコ⊥ス（Word中心の講座） 

開催回数27回　学習者120名　指導者数80名 

・チャレンジコース（Excel中心の講座） 

開催回数21回　学習者97名　指導者数62名 

（詳細は別紙に記載） 

⑤今後の課 題・展望 �（上記の活動の実施により判明した課跨、今後実施したい追加活動など） 

【今後の展開】 

2014年4月から古江に続き、河原町でも同じ活動を開始する 

【課題】 

（∋　学習者集め 

古江、河原町の2か所で開催することとなるが4～10名個の学習者集めに苦労し 

ており、会場近くの社会福祉協会や公民館へ募集のチラシを置いてもらっている。 

②　学習内容 

継続学習者が多いため、少しずつ学習内容をグレードアップしているが、徐々に 

高度となり講座内容の設定に苦労している 

（∋　機器 

・パソコン：昨年夏、大塚商会様からパソコン5台を寄贈いただいたので購入分1 

台と合わせて6台となったが、2014年4月から河原町でも同じような講座を開設 

するためにもう数台必要（現在は講師、サポーターのパソコンで対応） 

・プロジェクター；古江の講座は、もちもちの木が保有しているものを借りている 

が、河原町にはなく、教えるのが難しい状況。 

第11回助成事業　活動報告書 

－ 



団紺碑戊頭重庵ネ¢確執細抽7ハ、リ】

蕊力諾ミ至芸も温も怒りこ：霊：諜漂・誓漕ぎ栗竿一二冊仙洞l一冊、

）活動報告 （∋名称／テーマ �ボうシテく了で為周・ろ八、スト � 

②実施期間 �碑メ←47月オ日～疎㌦年J月グロ 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 

新躍如ネ　施政昭腐乱弄うシテく7′湖ノ扉稗 

（参内　　容 �り〝 （実施方法、活動地域や会場、対象者など） 裾渚、篠朝か押襖に汁ボうンテく7革断れて い賄八両為抑止刷芽柳戸眩えら畔と 蹄斬新洋ランテく7漣玖・しわれふ成ト・ 
掌　れて争膏17「∴ 

⑤今後の課 題t展望 �（上記の活動の実施により判明した課臥今後実施したい追加活動など） 

謡雉識霊儲岩㌣ 
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団体名【スッン妄ノ色ラ巨一の途上b沙之】

注意：助成事業活動報告書は、団体の支流や連携、情報交

人が特定でき

（1）活動報告

的に進めるため公開しますので、
（個人情報）は一切記入しないでください。

（朗



⑤実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響な �○ 

⑥目的の達 成状況 � 

⑦今後の課 題・展望 �‾lノl 誓於堤ご排妄フβ灯ご／， 

適離凱て扱いて捌咋　／／レ甚大」、 
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諾諸悪崇弧濫篭諾悪t甥諾㌣抑こすすめるため公町ますので、

（1）活動報告 

①名称／テーマ �花と緑のある楽しいまちづくり 

②実施期間 �平成25年4月1日～平成26年3月31日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関、団体など） 

主催　安　花の会 

協力　安公民館、地域内集会所等 

④内　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など） 

場所　安公民館、地域内の集会所　各回15～28名が参加。 

高取北一丁目の花苗づくり圃場　花苗づくりの実習、体験。 

研修会・勉強会・講習会 

安花の会主催の研修会を4～11月に毎月1回開き、独自の内容が好評。 

花に関心のある方なら年齢・性別不問、参加費無料。 
「早期の種まき汝」「鉢花の高温対処法」など。 

花づくりのリーダー・後継者の育成。 

実施方法 
一般論でなく、具体的方法・手段を実践をまじえて経験から話しているから、聞く方も受け 

入れやすい。 

参加者に種まきしてもらい、自宅に持ち帰って育ててもらい、翌月持ち寄って、ポット上げ 

をして、半数を持ち帰って育ててもらい、残り半数は公共花壇用に提供してもらいます。 

また、花の種の自家採取をして提供して下さるように、多くの人に呼び掛けるとともに、種 

の無料頒布もしている。 

参加者参加費無料で随時参加出来、人数に制限を設けていないので毎月参加者が増えて 

いる。参加することでメリットがあることが受けていると思われる。 

参加者の中から高取圃場で花苗の育苗管理の仕方を楽しく学んで頂く方法で人材確 

保をしております。 

高取圃場で育苗中の花苗は欲しいだけ自宅に持ち帰ってもらいます。 

ボランティアとはいえ、労力提供だけでは人は集まらないと思います。 

連携　グループ内活動に埋没せず、他グループ・団体と積極的に交流して、新たな知識等 

の交換や共同企画、共同作業も行っています。 

例、安佐南区民まつりでの花の塔づくり、花の塔用の花苗づくり。 

安公民館事業への参加（男女共同参画の企画など） 

運営資金 

育てた花苗は公共花壇に提供するだけでなく、一都を地区内のイベント会場等で販売 

して育苗資材や学習教材費に当てるなどしている。 

育苗等への労力提供者への手当、交通費などは出しておりません。 
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l �⑤実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったれまた、対象者等の反響な 

ど）花苗づくりの過程を実地に体軌て頂くと共に、育て方を具体例をあげて 学習することでi参加者には理解しやすいと好評を受けているd 「らしっく」をはじめ中国新聞社から取材をうけ・安花の会に対する関心度 

が高まっているのが実感できる。 安公民館では4つの花壇が出来るなど成果が出てきています。 

⑥目的の達 成状況 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特にエ 

夫した点など） 

人を集め、花壇を作っただけでは、水やり等の労力提供に終わってしまい、 
熱意が冷めていきます。 「花苗を育てる」実地研修をすることで一定の効果を上げる事が出来ました。 

「花苗を育てるにとから花を通じて「人を育てる」「人の輪を広げる」ことを 

目的にして研修を重ねてきたのが良かった。 単に「花を育てる」だけだと個人でも出来、発展はなかったと思います。 　、● 

⑦今後の課 題・展望 �（上記の活動の実施により判明した課題・今後実施したい追加活動など） 

一般参加者は増えているが「リーダーづくり」が遅れている。 今後は、花つくりの「人材育成・後継者づくり」を目的として、「花づくり」 

づくりは一手段として進めたい。 
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団体名［藤の木学区まちづくり推進協議会］

注意：助成雷稟活動t告暮は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に遺めるため公開しますので、

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでくださし㌔」

（1）活動報丘 

①名称／テWマ �団地東側のり面花いっぱい運動 � 

②実施期間 �平成25年　5月12日　～　平成26年　3月31日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 
主催‥・藤の木学区まちづくり推進協議会 

後援‥・藤の木学区4町町内会・町内会まちづくり代議員 

協力‥・芝桜を育てるボランティアの会及び住民有志 

（彰内　　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など 

○藤の木団地、再生に向けて学区4町町内会が一体化して取組んだ、地域活動で 

ある、団地法面、芝桜お花いっぱい運動は、2年目の計画が終わる中、今まで雑 

草が生い茂り、殺風景な団地の法面の姿が1つ1つの形となり、芝桜のお花畑に 

生まれ変わって来ました。 

①活動拠点と規模 

藤の木団地東側法面一帯‥・t横幅200m・縦30m 

②活動日数と作業応援者の延人数 

5月～3月　活動日数122日　　作業応援者延人数　987名 

③法面の雑草除去に向けたアグリシートかけ、土砂流失防止と作業足場の確保を 

行い、初年度に植え込んだ7つの白の花文字周辺を赤の芝桜で植え込みました0 

ふじのきだんちの7つの白の花文字が赤の芝桜の中に浮かびあがります。 

○活動の一番大きな目的である、藤の木団地再生に向けてコミュニケーション● 

対話・絆の輪がありがたい事に藤の木団地1800世帯の中に拡がっている事で 

す。 

第11回助成事業活動報告書 



（9実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響など） 

広島市提唱の「花のある街並づくり」に藤の木団地あげて取り組みます。 

①3年計画で取組んでいる芝桜花いっぱい運動は、単に団地の法面に芝桜を植え 

るのが目的でなく、寂れた藤の木団地にしてはならない為に、団地再生に向け 

て取組んでいます。 

②住民のコミュニケーション・対話・絆の輪が拡がり、完成を地域住民が待ちわ 

びる声が届きます。 

③団地の将来に夢と希望を与え、藤の木団地のブランドを大きく育てると共に、 

今後のまちづくり活動に弾みをつけて行きます。 

⑥目的の達成 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工夫 

した点など） 

①1年目の作業工程から、2年目の作業工程へと計画を町内会役員会で十分に練 

り上げ取組んだ結果、この2年間を通して目的通■りに作業進捗が出来ました。 

②3月29日には、藤の木′ト学校の6年生の卒業記念として、芝桜の苗を植え付 
ける行事が実施されました。 

③この夏は、異常に暑かった。60～70歳代が作業応援者のメイン年齢である 

状況 �事から、体調面な管理が大切な工程の1つになりました。 

（∋今後の課 �（上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など） 

一過性でない地域活動である事から 

①作業に協力頂く人員の確保…・作業ローテーションの組立てが出来る様に 

なれば最高。 

②活動資金面の確保（情報の共有と活動の報告‥・支援体制の強化） 

③勉強会での志気の高揚（ノウハウの積み重ね） 

上記が課題である事には変わりがない。 

基本計画を大事に、新しい活力の生まれる弾みある藤の木団地に向けて、お顔 

の見える地域づくりへ 
題・展望 �○コミュニケーション　○対話　○絆の原点を芝桜の笑顔で拡げて行きます。 

小さなまち藤の木に「中国5県Nml芝桜お花畑」を完成させます。 
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団体名　［権現峠の自然をまもる会］

注意＝助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので・

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。

）活動報告 ①名称／テーマ �権現峠の歴史古道伝承による伴中央地域のまちづくり 

②実施期間 �平成25年　4月1日　～　平成26年　3月31日月 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 
主催　権現峠の自然をまもる会 

共催　沼田公民館 

後援　伴中央町内会 

④内　　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など） 

活動支援基金が決定後下記の事業を実施致しました。 

5月21日：会員17名全員を集め公開審査の経過報告と会則・会員名簿の確認 

6月9日　＝会員全員で今年度の事業計画を確認（会場　沼田公民館） 

7月7日　‥会員全員で古道の整備と沿線の芝刈り・神社の掃除を実施 

7月4日：沼田公民館と共催で歴史研修会を開催（会場　沼田公民館） 

歴史研究家の善保さんを講師に依頼（伴地区歴史・文化の魅力発見） 

会員全員と地域内外の人43名の参加者（会員の歴史知識の向上と 

モチベーションアップ） 

＊合わせて会員の募集も行いました。 

7月20日～8月20日 

道路案内板及び看板柱の材料手配・材料の加工・塗装・仮組みの実施 

看板のマップ説明書のデザインと製作 

＊事業計画では、鋼製の看板を予定していましたが、会員の皆さん 

から自然をまもる会にとって鋼製は、会の目的に反するとの意見が出 

てぬくもりのある木製（丸太・柱）に変更致しました。 

8月25日　‥道路案内板5か所の取り付け（臓旗含む）とアストラムライン伴中央駅 

東側に基礎打設を実施。会員17名により実施 

9月1日　：会員全員で権現峠案内看板をレッカーにより据え付け完了 

据え付け場所：ストラム伴中央駅東出口付近 

9月21日　＝権現神社に案内板取り付け準備と散策古道の芝刈り実施。 

9月22日：会員全員で権現神社に案内板（由来説明含む）の設置と合わせて 

散策古道（伴中央歴史古道）の清掃を実施。 

11月24日　会員全員で権現神社周辺と伴中央歴史古道の芝刈りと清掃作業実施 

（お正月前作業含む） 
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⑤実施効果

（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響な

ど）

●中国新聞・みんかんTV・ケーブルTV等で多くの地域にPRできた為、案内看板を

設置後多くの登山者が地域外から訪れるようになりました。また、沼田町全域のまち

づくりのリーダーシップ役を担っている。約80～90人／月の人が権現峠をめざして登

ってくれています。最近は、健康志向の人が多くなっています。

●他地区からの参加者も参画頂けるようになりました。現在会員23名に増加

●沼田公民館・伴学区町内会連合会とジョイントして常に権現峠の情報を流している為

多くの町民が登ってくれている。また口コミでも広域に情報が流れている。

●沼田のまちづくりとして根付いてきている。

⑥目的の達

成状況

（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工

夫した点など）

当初の目的を95％達成致しました。

計画達成できなかった点

●修大・市立大・安佐南区役所散策マップに記載を依頼したが現在の印刷枚数の在庫

が多い為、次回印刷時となった。

●看板は、鋼製を予定していたが自然をまもる会の目的に反すると会員の意見があっ

た為、全て自然の木材（丸太から製材し製品にした）を使用して製作した為、大幅な

製作費用がかかった。しかし非常に見栄えのある看板が2枚（2ヶ所）出来あがった。

特に製作には重みのある、自然にマッチした、だれが見ても見やすい看板に致しま

した。

●看板に重点を置いたため備品購入までおかねがまわらなかった。

（∋今後の課

穎・展望

（上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など）

●今年度の計画で権現峠・神社を案内板・道路誘導板によりハード面は、完成したが、

ソフト面が課題である。今後どの様にしたら次会来ていただけるか？

その魅力作りがポイントとなります。

●権現峠・神社内で楽しめる定例行事の計画と権現峠で一休みできる簡易式レストハウ

スの設置と散策古道の滝周辺にマイナスイオンが満喫できる休憩箇所を計画したい。

後世に継承していくためにも、登山者に分りやすい案内マップ（由来説明含む）の作成

をしてハイカーたちに配布したい。（幅広い地域にPRを狙う。）

●会の運営の中（会員の中に）に地域の学生を巻き込んで新鮮なアイデアと若者の心をわ

し掴みにするノウハウを取り込む。

●伴中央地域のまちおこしが、伴学区はもとより沼田町内のまちづくりの見本となるよ

うな行動計画を実施したい。

●権現峠から見晴らしが良くなるような周囲環境（景観）づくりへの挑戦

●登山道沿線（伴中央歴史古道）の古道整備（何カ所か歩きにくい箇所あり）

（常時、高齢者でも気軽に安心して安全に登れる歩道の整備）
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団体名［高陽ニュータウンまちづくり市民会議　　　　　】

注意＝助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので、
個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。

（1）活動報告

①名称／テーマ �子ども・高齢者・地域支援事業 

②実施期間 �平成　25　年　4　月　1　日　～　平成　26　年　3　月　31　日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 
主催・・高陽ニュータウンまちづくり市民会議 

共催・・広島県住宅供給公社 

④内　　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など） 

「子ども支援事業」 

1．子どもの見守り 

月曜日から金曜日　16時から19時まで小学生3名を見守っている 

2．勉強会 

平成25年11月より16時から21時まで小学生3名・中学生8名を 

週3回塾の先生が勉強を教えている 

「高齢者支援事業」 

子どもがいない時間帯を利用して高齢者の講師が高齢者の受講生に手芸教室や洋裁 

教室を行っている。受講料は趣味の延長として1回200円と材料費を取っている。 

「地域支援事業」 

1．お助け隊は高齢者が高齢者宅に出向き、庭の除草や暫定を行っている。 

高齢者には最低賃金で仕事をしてもらい、ほとんど利益なしで請求している。 

2．平成25年8月から9月にかけてガイドヘルパーの講習を行い10名のスタッフを 

養成した。このスタッフで高齢者の移動支援を実施する為、現在募集中である。 

3．毎月第3日曜日におもちゃのお医者さんを開設している。現在毎回父兄や子ども達 

が2～3名利用しており、1回100円と材料費を徴収している。 

第11回助成事業　活動報告書　11 

－ 



⑤実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響な 

ど） 

1．子ども支援事業では保護者から非常に喜ばれている。 

2・高齢者支援事業では非常に安い授業料なので口コミで徐々に増えている。 

3・地域支援事業では高齢者が高齢者宅に出向き仕事をしている為、高齢者が安心して 

いる。 

⑥目的の達 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工 

夫した点など） 

現在子どもの見守り、勉強会、手芸教室、洋裁教室、お助け隊、おもちゃのお医者さん、 

ガイドヘルパーの高齢者移動支援等色々事業を実施しているが広報不足により子ども達 

や利用者が少なく助成金なしでは家賃や水道光熱費（現在広島県住宅供給公社の温情に 

成状況 �より無料）が払えない状況である。 

⑦今後の課 題・展望 �（上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など） 

1・子ども見守りや勉強会にはスーパーのパン屋さんに協力してもらい軽食として子ど 

も達にパンを提供している。子ども達からは200円の会費（一人親家庭が沢山い 

る為値上げができない）を徴収した内でパン代100円程度を考えていたけれど 

段々と値段が上がり、150円程度となっている。従ってパン1個ではお腹も空く 

し利益もない状況なので今後どのようにするか現在検討中である。 

2・お助け隊は地域に貢献するためには安い値段で実施しなければならない。 

しかしながら高齢者が仕事をするため、利用者の損害補償や仕事をする高齢者の事 

故の補償も考え保険を掛けている。よって利益ほとんどなし。 

3・ガイドヘルパーを充実させて少しでも利益を上げようと思っているが市の登録がで 

きない為、全額個人負担となる利用者のみを対象としなければならない。よって将 

束は市への登録も考慮している。 
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団体名【で在か＼す、

洗馬漂票慧蓋監荒霊∃慧讐警遡を建週遇墜

（1）活動報告

（》名称／テーマ

②実施期間

③実施主体

④内　　容

書うう叫＝乙dbノ 人ヒ人brJモフ依・笹矩70～

之か3　年　年月／日　～　ユβ／4年　3月＼知日

（主催、共催、後援、連携した機関・団体など）

主砲p′、小耳、

（実施方法、活動地域や会場、対象者など）

トJ・′て′土工」
20滴占即日勘瑚三劃埠敏一。庵（＝Z央魔ノ

着視力も冒奄す髭洞泉や日曜蕊狛二か乙しっ叫畠C合い

内良戯。，串戦利即拉八軒夕伴相反と結う0

トニー・，、Ll＼t′、111

加／碑r用28匹ノ～4殖）方録三克明二鰍の象〔二乙史施

イ茅場通〃手前炭酸ペ乙叫）恥ら（EL㍍

テーマ二計叩FtZ、尋や！淋7わも

3日間温し乙ZL、㊨い（二利か利己し朗唱ハつなが言わド

し乙い）仁0

膚9位鍼、和）プ

ユβ昨年用25日国 ユ鱗り鶴和魂節尊卑席熱線ギ

ラーマごえ／こ、」二のうユド

締ま曝、か正中通史飽く

丞鴫モ嵩のう井、カと鬼前と良虚し、勒藷ド創対～者的

前的打紐摘録駄～し昭毒味串

串良布〉ヂ　缶射＼酎埴J綺牡
的イや感t軒毎配．自即すZきなとこう伸餅窮さすと二詑

町人とのがか止ソ モ犬て別耳蔚し、モ育£、。
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（9実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったかDまた、対象者等の反響な 

ど） 

射んモ¢プ巨春田し合金、昨うぶ、、卦モき，叩（二伸的和布プへ 

怒伸しこい言ヒイ暴話者ゐ号示教えZtl浮け七 

みね声プ・さ・依．や単射二刺碓破り努も盆話転ド鋒奄朝 

ド券即しZL判＿固Ujう洋式ち＞カア8係りスタリフモ白竃LZ〔く3 

ということも車かZきZt■30 

白から人＜あいわし抑畠レ和弘…fうに払仁と亡車も届も・ひ30 

ロコ三ともとしど戒苗ノつつあ言。 

⑥＿目的の達 成状況 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工 

夫した点など） 

フルわ解離与ども印可挙から各種巧日電す目標灘如 豊耳彿0し町知人級独ば、更施餌付醜句碑と 

如き二と示▲殆く泉田ぶ隼封t二くい白もあ布 

手動各瀬崖も鯨′チして醸モ攻¢り合ス9＼ソつき各如 

衝拝すi二ヒがさlぎPD 

⑦今後の課 �（上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など） 

が臣主計が昨月青稲守鯨如如藷恵と 

し乙いき巨い0 

触7痛むーつつモ乙〔、心Llに着工数〒・展餌と 

してい乏P10 

なで私Fうはも〉70㌦LPいりれキゎプモ通し乙何も 

危え巨し、姉＼E毎◎合神ナフご確鼓していきたい0 
題・展望 �課題モ桝＼持与どもの和qも増えてい言〔うれししにり巧さ、． 

も＞殉スヰル榊往く、そうし、っ仁スキ｛レ吉摩い～【紳10 

ニ抽らの新しLlスタシフ一缶LL、券も口着て並丈・‾人∴入り 

す持放こう示歌声あとつづけどい昨日0 
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団休名［ノ輝く命のフ。Dジゝクト　　］

注意：助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので、

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。

（1）活動報告

（∋名称／テーマ 「うまれ右属島自

②実施期間

主上吹ノ公

覇ブ∫年か月／余日　～衝2占年j月耳目

（∋実施主体

（主催、共催、後援、連携した機関・団体など）

顔く命のフ。ロブェク「

④内　　容

（実施方法、活動地域や会場、対象者など）

b命痛切亨か・わかるログメタウノ一頭血うま揖」の

自主上底会を、ネ島車内飢亘れ各項も

匪都府や町2／会場7・・喪施。

紬J銅価辛抱ヰ豊丘阿加セント
年後顔左向直舞え仙七月一

閃目指（刃絹・晦まうすづ年腋為フうブ
千五・六三し丘氏ミ1●LT′上

古唱班購）欄摘星組化B巧一
橡凍区紛れモカ一

開封R（匂う哺億已艮戌ル七乃一

々後．イ五相互称え化そう一

用〕‡吟為す南広和露

3円鯛弼崩す石和虎

（観＼堀）

食／0度場と、動員数合割引7人

麺は【ユ備熟し紬休め代～午の灯す偲九一

桝、辛。こ、、夫婦・こ強姦直杏子の康郎鋤、在
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⑤実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響な 

ど） 

碑244／D妬みきた児度盛縛れ（フ呵楓久一小学∫年崖の砲と 知ると七秒彦碑から・倉の大切鴇再蕗碗したいとの亀いてl・ 

東経んた。 離乳かメ亀串伽、碩絡頗竹雄掛烏蹄赦したこ軸 

亨の温め、富トビ掃うド痕島車内取直と弟や雪子・自主上紙食を 

麹し†二。 兇常後．＆軌物、擁切泉崎の感動か碑かえ，Jこ」 写どもを天伽郎叫在との鶴軌恵私がククく凄てわれ、 

虐待のみい払息づ骨子どもの鹿を烏丸二効果がみ手二日摘して、tう． 

⑥目的の達 成状況 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工 

夫した点など） 

容れIIIのの患角触日間に■南中町で欧風闇へる」巧監督 

壷固托舶扱いて鶉一痩点の筒腐とめrL7Ltたが・銅の ゑ集荷伯♪直上吠盆でしの動員数好日膿に息レ万か）千七の 呵庵しト億かのしカ＼た乞風塵LLTこと思う。 その一元7一身紬針毎凋「膚勧した了地元Z、酎應二人神々二子 乳再iくことべ捏た．r審査洩ら摘く万）沌潔の亜艮魂梱？・ 裏盆恕轟競濫離巌彊 「ママヱん勺イム上味J左官施し丁こ。 

⑦今後の課 題・展望 �（上記の活動の実施により判明した課題、今後実施したい追加活動など） 

拠藷勃ド時間もを刷毛さけないヰ・尭郭と飽け7、・く 

江の鞄レて乙束縛し了こp 

碑栗夢吟∴の凪虫の組鶴が公碍子も乙在る， r被．きかし邑ト，」いう方もわく・外患風周のメ〝く●一度頬打 

鼻現の万。1象周で　匪上映息の尭劾老後‘花レ1書かし 

払う， 
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団体名［やさしさのまちづくり屋台村］

注意：助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので、

個人が特定できる情報（個人情報）は「切記入しないでください。

（1）活動報告

（∋名称／テーマ �市民による3Dネットワーク事業 

②実施期間 �平成25年　6月　1日　～平成26年　3月　31日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 
やさしさのまちづくり屋台村 

地域貢献、まちづくり団体など22団体の参加。協力4団体。イベントには安 

佐北区役所の後援 

④内　　容 �（実施方法、活動地域や会場、対象者など） 

①　やさしさのまちづくり屋台村 

実施：2013年9月1日実施 

5月から実行委員会を立ち上げ、開催に向け2週間に1回程度会議を重ね、22団 

体の参加、4団体の協力があり9月1日のイベントを成功させた。当日は台風上陸に 

より風雨の強いなか安佐北区総合福祉センターでの開会式後、可笑屋までの市中を 

約100人がパレードした。屋台とステージでは、介護、福祉、教育、環境、若者支 

援、まちづくり等の各団体の日頃の活動を紹介し、住民との交流を図ることができ 

た。屋台は趣向を凝らした展示物、販売、接客等により訪れた人びとと会話しなが 

ら交流した。参加団体のメンバーは、背中に「KABEJAPANJの文字と宝船をデザイ 

ンしたユニフォームを着用し団体の枠を超えた可部の活動団体「屋台村」の仲間と 

して一体感を強めた。 

②　「井戸端会議」は、2013年1月から毎月第①水曜日に定例会を開催（会の名称は「水 

の会」）。毎回15～20名の住民と介護・福祉現場で働く者が地域課腰についての情 

報を交換しながら、「学びのコミュニティ講座」開設に向け連携を強めている。また、 

こうした活動に期待して古民家での新たな拠点開設の話が浮上し、関係機関及び地 

元関係者との協議を進めるとともに構想づくりを進めている 

③　「もてなし隊」は、可部の歴史やまちづくりなどの見学や視察で訪れる人びとのガ 

イドを地元大学の学生を含む官民による広範な団体、個人の参加によって実施して 

いる。これまでに完成させてきた共通ガイドブックに加え、この度もてなし隊ユニ 

ホームネクタイを新調した。 

ポータルサイトは、ホームページの構成と更新作業を担う人材確保に手間取った 

が、立ち上げたることができ参加団体の登録作業を進めているところである。これ 

により、やさしさのまちづくり屋台村の参加団体をはじめとするイベント、可部の 

まちづくりを中心に地域の情報発信力を高めることができた。 
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⑤実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等の反響な 

ど） 

屋台村は1日で完結するイベントではあるが、開催に向け4ケ月の会議を重ね気心が 

知れる関係づくりができた。呼びかけがあれば団体の枠を超えて駆けつけるなど、団体 

や地域を越えてさまざまな場面での協力関係が強まった。こうした屋台村のノウハウが 

広く安佐北区全体の行事（安佐北元気フェスタ）の際にも導入されることになった。ま 

た、社会福祉協議会が催した自治会・町内会とNPOの交流会議も屋台村のつながりが 

生かされることになった。 

もてなし隊と屋台村で作成したユニフォームは、可部のまちへの帰属意識を高め、よ 

りいっそうの一体感を生むことになり、今後の活動のさらなる糧になるものである。 

⑥目的の達 �（当初の目的をどの程度達成できたか。また、成功した点、失敗した点、実施上特に工 

夫した点など） 

「やさしさのまちづくり屋台村」の当日は雨のために例年より参加者が減少したが、 

継続した活動により住民には浸透してきた。ポスターをスーパーなどへ掲示した他、新 

成状況 �聞折込みも行った。ステージは若者の参加が図れるよう準備した。 
イベント準備として会議や設営などそのほとんどを自前で行うなかで、個々人や団体 

のことを理解する機会が増え、新しいアイデアが生まれ、参加団体も増えてきた。 

屋台村のユニフォームは可部の郷土意識が盛り上がるデザインで満足感が高まった。 

もてなし隊のユニフォームは、廉価ながらかっこよさが渉み出るよう工夫した。 

⑦今後の課 �（上記の活動の実施により判明した課啓、今後実施したい追加音吉動など） 

「水の会」は、地域課題についての共通認識を持ち、具体的な実践課題に取り組むため 

に3年程度の積み重ねが求められる。また、新たに拠点となる古民家の使用について構 

想を実施にしていくまでにはさまざまな調整が必要となる。しかし、可部の「可笑屋」 

と同様に亀山地区の新たな活動拠点となる可能性を秘めている。 

ポータルサイトは、ホームページ開設はでき、登録作業中である。今後は、日々の更 

新作業を誰がどのように担い、管理運営していくのか課題となる。水の会メンバーの1 

人が取り組んでいるが、可部の活動状況を網羅するサイトとして、広範な団体、人の協 

力と情報の集中をいかに行い、効率よく更新できるか課題となる。 

地域には個別の団体が単独で取り組むだけでなく、さまざまなネットワークの元多く 
題・展望 �の住民の参加により解決への糸口が見出せる。屋台村は「みんなで楽しみながら」「てづ 

くり」「手間暇を厭わず」に非営利、地域貢献団体と住民が協働するモデルとして、他の 

地域への波及、さまざまな協働場面で生かされることになった。今後はこうした屋台村 

らしさを存続しながら、増え続ける参加団体の活動できる新たな会場、若者が参加する 

事務局体制をどのようにつくるのか、課題となる。 
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団体名【特定非営利活動法人ひろしまジン大字　　］

注意：助成事業活動報告書は、団体の交流や連携、情報交換を積極的に進めるため公開しますので、

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。

（1）活動報告

①名称／テーマ �「地域共生型社会創造　greengroundma「ket」 

②実施期間 �2013　年　4月1日　～　2014年　3月　30日 

③実施主体 �（主催、共催、後援、連携した機関・団体など） 主催：ひろしまジン大字 

連携団体：3年間で81匡l体 

④内　容 �●春・秋のgreengroundrnarkel： 

→専　5／18・19　初の二日連続開催。合計25組の出店者と8つのワークショップを実施。 

→秋11／3　小雨降る中、23組の出店者と7つのワークショップで開催。来場者数約2′500名b 

ここまで3年間で6回試みて4日『雨』という天候に恵まれないイベントとなってしまったが、 

雨二モマケズ楽しみにきてくださる方がいて、今年は雨でも売り切れる店が複数あった。 

●大朝田んぼゼミナール 

通年での交流プロクラムを実施。こちらも3年を経て定着しつつある。26年度より運営主体を中 

山間地側が担うこととなり、これまでの参加者と共にプロクラムを企画・実施していく。立ち上げ 

た交流プログラムが自走への移行期に入った。 

（9実施効果 �（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか．また、対象者等の反響など） 

3年前の申請当時は東日本大震災の前であった。その後、食の安全・ライフラインの確保・他産地 

食などへの関心が高まる中で、「中山阻地域との物流・交流の窓口をつくる」という目標はある程 

度達成できたと考えております。作り手（出店者）の皆さん、参加者さんのみなきんも楽しみにして 

くれており、これから活発な交流が生まれるための土台作りはできたように感じております。 

中山間地側も3年を経て、迎えてくださるおじいちゃん・おばあちゃんたちも「よそ者」に慣 

れてきて、静市からの参加者が来るのを心待ちにしている状況になりました。参加者も継続的な参 

加者と新規の参加者のバランスもよく、交流プロクラムのひとつのフォーマットができたと言える 

状況です。作成した竹テントも好評で、他のイベントでの使用を希望する声も多数いただき、運営 

資金を生み出すツールとしての可能性を感じております。 

⑥目的の達 �目指すものは概ね達成することができた。ただここまではあくまでコミュニティー経済のフラット フォームとしての土台ができたに過ぎない。今後はさらに多くのモノ作りをされている方、交流プ 

成状況 �ロクラムを運営されている方とネットワークを形成し、新しい交流と物流を形成していく「場」と 

して存在意義を高めていきたい。 

（∋今後の課 �1．自立的発展性 

マーケットは他イベントとの親和性も高く、今春は2か所からコラボレーションの話があった。 

マーケットの企画運営を事業として請け負うことで、自主財源を形成していきたい。また竹テント 

のレンタルの依頼も来るようになり、こちらも財源確保の一助になればと期待している。 

2．活動の将来計画 

題・展望 �マーケットとしては定期的に継続する。中山間地との交流企画については、自主企画というよりは、 
すでに各地域で興っている交流イベントの窓口とLt発展していきたい。 

3，他団体との協働 

まちづくり・農・食・地域活性・子育て・高齢化など様々な社会問題に対する活動主体と連携を取 

りながら、幅広く『つながる』空間づくりをしていきたい。 
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団体名【牛田の歴史と文化を生かしたまちづくりの会】

注意：卿こ進めるため公
個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないでください。【

（1）活動報告

①名称／テ）マ �「牛田むかし話紙芝居公演」 

②実施期間 �平成25年　　4月　　1日　㌧へノ　平成26年　　3月　　31日 

【 一 極実施主体 垂 t �主催：隼田の歴史と文化を生かしたまちづくりの会 

共催：隼田学区社会福祉協法会、牛田学区子ども会育成連絡協藷会、 

牛乳地区老人クラブ連合会、牛田公民館、牛田商店街振興組合、 

牛田ニュ山ス、広島光明学園、半田成年会太鼓組、町民有志 

後援：寿永山　安楽寺　　賛助出演・半田きらきら親子ひろば 

… 乙 王 事 �【実施方法】 

・惹　まつり会場やイベントに出向し、ジャンボサイズの紙芝居を上演します∴紙芝居の内容 

は、牛田に語り継がれた「むかし詣」で、絵は半田在住の方（プロ・アマ問わず）が播い 

た作品です。語り、効果音、歌など、すべて半田の町の人々が生出演で行います．。 

②　牛田にある文化（伝承話・施設・木遣り）を活かし、二築山や牛田の町の散策会を間 

l 】 】 l i ∃ 】 �催、次作品F菅原道貴公」の製作（台本製作・絵の構想）につなげました。 
【活動地域JP会場、対象者】　　　　　　　　　　　　　　　　毒 

・〇　半田公民館「ふるさとまつり」において㌢二葉山の天狗』『白熊さん』を公演。（5パ＿9） 

・忍「天神岩清水を巡る～二葉山散策会」開催。町内掲示板にて案内、当日は雨の中25 

名の参加、木遣り保存会の唄・案内人の解説など、好評のうちに終了しました。（6．′′r2） 

③　半田公民館「いきいき大学」にて、地域の伝承話結介として『安楽寺の大いちょう』『い 

たずら狸』を公演。（6／′27） 

①　牛田商店街主催「ほおずき祭り」において、F白熊さん』を公演。 

ケーブル7ヽ・′、町内の教育施設での宣伝協力のおかげで、たくさんのお客様にご来場 

蓬）内　　容 頂きました。今回も、日本語＆英語の語り、手話通訳、オカリナ伴奏・親子合唱もあり、

お年寄りから小さな子どもさんまで幅広い年齢のお客さんで賑わいました。（7／21）

⑤宇品r郷土資料館・夏祭り」にて、『安楽寺の大いちょう』『いたずら狸』を公演。

町外のたくさんの親子さん方にご覧頂けました！（8／11）

⑥早稲田神社「観月軌にて、『二葉山の天狗』、『いたずら狸』を公演。

お月見の宴を楽しまれる方々に、ご観覧頂けました。（9／19）

3「第2回半田散策会」開催。神社仏閣で話を伺ったり、文化財・仏像などの拝観もあり、

アンケートにて参加者の皆さまから沢山お褒めの言葉や喜びのお言葉を頂きました。

＊東区歴史と文化でまちづくり交流会の共催イベントとして開催。雨の中ではありまし

たが、約50名の参加。（11ノ′3）

1③「考古学から見た東区の歴史」において、『日報さん』を公演。市の広報紙などで告知

もあり、たくさんの観客に観て頂けました。

＊東区歴史と文化でまちづくり交流会の共催イベント（H26　2／22）

＊今年度も、町内の団体から依頼を受け、ジャンボ紙芝居の貸し出しも行いました。

（管理は半田学区刃二会福祉協議会事務局〉　様々な行事にて活用されました！
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⑤実施効果

滝目的の遠

丑地域のサークル・公民館学習団体等、様々な団体の方が賛助出演して下さったおかげで、

少しずつではありますが応援して下さる方が新たに増えました。活動精舎のた吟、F会報～その

参』を発行、活動PRにも役立つので今後も続ける予定です。

③今年度の活動は、紙芝居公演にとどまらず、地域の文化財や文化施設にもスポットをあて

牛田町散策会バ勉強会」を開催しました∴東区地域起こし推進課の呼びかけで立ち上がった

「東区歴史と文化でまちづくくり交涜会」にも参加し、お互いの地域について勉強会を閣いたり、

東区のPRにも一役を担えました。

③当会の活動を知った「隼田中学校パソコン軌の顧問の先生が、次作品「菅原道真公げ瀾

料をいろいろと調達くださったり、また学生に絵を措いてもらえるのもいいな…－など、地域と

の連携もさらに紅がりそうです亨

せ当会の会員さんが、乾たちの活動を通して半田の町の文化について興味を持た苫1、色々

調べておられるうちに、壕楽音の大いちょう」における露重な丈紗が発見され芙した－紅蓮にと

っても嬉しくありがたい情報が得られました。

√∋社協が取り組まれるr道路愛称検討委員会」に当会の役員が参加しながら、「うしたの歴史

と文化」を共に考えることができました。いよいよ「寮内軌「遠路名称」がj言二田の町に整います≡

や計画していたことの1つ、歴史や文化を生かしたr半田散策会」を2回開催することができま

したく遠方から参加して下さった方もおられアンケートから蒙和名r皆さまにっても充実した

行事であったことがわかりました。

こ・当会を立ち上げるにあたり、町内の各団射七表者が役員として参加して下さったおかげで

つながりが深まり、年齢の幅を超えた行事が開催でき、田子の古きにも喜んでいただけましたt

紙芝居公演を見られた方から、「貸し出し依軌も入るようになり、牛閏社会福祉協議会のご協

力にていつでも貸し出しできる体制も整い

喜成状況 �「‘’　　　　　　　／′、′瓜－）＼’1～」ト’し」川、、r’J－」【て たいことです。今後も、この活動が“町の元気の素’’になればと願います！ 

③設立されてから3年が過ぎ、定例会への参加者も安定し、議事報告をF離息ネコ 

体制も整えて情報を共有するなど…活軌も安定してきました。また、メンバ一一がい 

責任を分担できるよう、行事にチ一一フ制を取り入れ、行事もより克美できました。 

★大変残念なことですが、次作品「菅原道濃公」の紙芝居が今年安中には仕上がt〕 

た。台本・絵の樟想までは整っているので、次年度に引削いで完成を目指します。 

】 i 肇 】 】 〉 苧今後の課 �【展望】 F牛関の歴史と文化を生かしたまちづくりの会よという長い名称には、“むかし話”に 

r半田の様々な歴史的文化を撮り起こそうjとの療いが込められています。平成25i 

繹道真公～隼田伝説」を作成するために、勉強会や「遥真公が歩まれた山の探索≦ 

催し、台本・絵の構想までは整いましたが、まだ幣画製作に入れていません。平成2（ 

絵を仕上げ、ジャンボ耗芝居を製作します。 

題・零望 ） �また、棄区の他地域で同じように「歴史や文化」を継承するために活動しておられる 

の交流「東区歴史と文化でまちづくり交流会」も立ち上がりました！・受かな繋がりi 

思います入 

町の財産ふlて有効に活用できることもも大変ありが

団体さんと

こなることと

課劉みんな、日常の仕事のやで時間を作りながら運営しているので、大変なこともあ巨は－j

呈、灯火をみんなで守りながら続けていきたいと願っています！
■

F
－　　一一一・一　　　　　　　・一　　　　　一＿　　　　　　　　　　　　　・．．＿▼　▼＿▼▼▼＿＿ノ
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団体名［特定非営利活動法人　NPO　狩留家】

注意．助産垂業活動報告書抜遡夏盈望遠挽土過重変換を毯鐘迫し遡るため公開し夏生嬰王し

凰姐鰐賓できる怪簸（個人情報L酬くださし1軋【】

（1）活動報告

r劫実施主体

信）内　　容

水車小屋発電所を作り、情緒豊かな憩いの場（交流の堵）を作る

2013・咋－　5月　日．日　′′　2014年　3月　31日

封降、扶催、後援、連携した機関・周鉢諭り一、）

主催　特産ご非営利活動法人　W鉦狩留家

共催　狩留家地け二社会福祉1怨議会　狩博家郷十と研′た会

てくてく中郡古道プ17ンコット　狩留家ンヤギ】j保嗣振興会

（実施方法、活動勅城や会場、対象【なと）

し亘）か卜ノノい：ラム‖－狩留家を閲催

場所・安佐潮。区狩留家町の集会所

対象者．大学数帆11瀾所経済部腐林課、安佐裾軋附裾猟

水中▲専Pf会社鵜野県安螢野、触JL建築会H＿、地元住民など約：iO名

急　経木、接木等の伐採及び整地作業を地域住民との協働作業（手作業）

川回以　▼に及ぶ伐採作業、勅ならし作製を実施

鳶〉　HI－（）狩留家とWD注こ人■鋸由環境サボ血トセンタ・細ととが協働して伐採した木をチッソ

にして有機肥料を作った。

す、王　小屋の建設フトト、地域佳代と協働（建築星と住民）

⑤　給水管設笹作業　地域住民による埋め込み協働作菜

⑥　新区組立作業を子供や、近燐住民等が協働作業

⑦　水痘のお披露目を杵留針土民を中心に約川0むが日照して、餅つき、豚汁、ぜんざ

い

バ・一ベキュー等を作り、皆で楽しんだ（，

⑧　建設問もないのに、′Jトムページを見て、すでに数十名の外来者が訪問

⑨　3月24日にはマイク。バスで20名の柳本が市内から見学に来られた。

【－00＿一山｛【【【▼……｝＿】」

第11回助成事業活動報告書　22

1

　

：

：

．

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

－

　

‥

　

■

　

■

　

－

　

1

‥

・

　

　

－

　

　

・

－

・

　

　

　

　

　

　

　

　

－

・

■

：

．

一

一

一

　

　

　

　

　

　

　

　

：



（広鴎嗣）紡Jうくド）に、どrnr｝～うな酬・効翠があJ〉たか7また・対象者等の反響な

広島市）まちづく。として、広嗣恒二、部から17kl一一の所に、安佐北区の名所が日

東たことに烏膏、最近水塵の視察に行くたびに数人の見学者に出会いますじ来訪者は水

和に対し〉r哀愁狛酎こて「帰／〉た仁一友人に㌢介しようj　か　友達∵紙に丈来－ま、う」

ホ実施効果

舟目的の達

成状況

プ）今後の課

題・展望

什捌二川を郡舟二川j佃→綱引と、む大変良く、作丈にも〉l川畑－一　冊食いt

て頼きまし／一　広島市棚斜に数カ所水師がある中で・林間にある柵l－して的宣郷鮒

脚二ご）jlニ｝1、∫1ご－ネ）べくごげ㈲才の要鋸）来ており、川出陳に20人の・スの相棒

客が見やに来られました、末梢らしいノ梱小屋だと感猷ゝれてい（lLに

粧凍∴′：灘凍ijt】ur）人や、ソニ7ン二八料断お店蛸むノノ漆か「、、「外人㌣嵐隔地の焼石

糾rl、お磯雄－し烹」」1ニー討）れまLJ二〇

〈、、土礼裾）冊jをどの㈲疫：戒で←たかJまた、成功し川、、撒した瓜等沌転上的半」－

1、Lイー′鼠な11▼）

い恒川音”猷豊一♂、棚は大成功で診一一心∴瞥いま十∃　衿にに肛ノさ＼5i－㌣打か染野から

磯一拍引っ張てや守∴→一は　話顆づくりにもか）またした

二親の）涌け－うり徐々に約二ちから静かに来訪首が増え鮒て▲いiニー仁ノ′溝紬甘家

余力ゝ′∴木板を／＼－／Jir来訪される外郡顧客に何をプ十一tさン川凍る′伸検討が大

町内的に烏、ペリー用そこ1メントCr州税により†やれま酔1き／のJな　　いう

ィンセンチイープになりぎ巨（7）ズーテノブに取組み易くな牒ましたメぎ汀来るわけ′うゝない」か

「、本当に雄藩ろぐ。にな　次にりす磯に検糾しよう」になると思いま〟仁

一1言、JtTバ潤一の実姉によ川棚した課題、今後実施したい追加活動なと）

2箪前まで捗狩留家では〟イ賄人様にお見せできるもし7ノはない∴　狩鰯家だかr）、伺

えぅか：こ当′こし）軋、Ⅰ毒帽家が紺できるわー”ミない一七いr風潮て∵」㌧‘＋LJ・1

今では、や中郡道　②水割、屋　③伝統芸能シヤギリ　㊤九渡瀬Cr）滝

・、訃ゲノ／ジポタル　㈲大‥瀾魚訓順の吊。棒（萱脱島市塞斐文化財酎し幡神社

日録荒牧の美観棚脚　⑲武関軋藍の伯父さんが開基した蝋正寺とその石垣⑪符節家本櫛

（症購　等等の班が存在することに風付きましたCこのお宝を有機的に連携さけて・

摘大都市櫻岡戌津に竹ったりと散策沈ぶる粁尉家　き適の狩属沢’’として、アビ…

・LLrいこうと刹那1です）

時好＝ノ良く、広島観光阻む確の「広島とりっ軌ir r狩留家■が記叔され、又周」二交

通省　甲同姓力整備局主催の博街道ルネッサンス・に岬郡古道　狩留家を邁か　が

参画することになlrました。

南陽へ一日木造の7つの郷土史研究会が協働して作成した叫脚部齢膵勅動を廿里

l川棚柳「るに当って、新名所「狩蹄の水割を入れますi′　　　　1

又、狩留家雛酢観光竃掛こも〉漸酬i、「狩留家の水勘を差し込んでいきます¢
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団体名【特定非営利活動法人ひろしまNPOセン㌢1

法規過度垂農産勤艶豊蔓娃っ眉塵取夏盈凰膿塵変換を積極的に進め皇た塾生風上ますのでL

個人が特定できる情報（個人情報）は一切記入しないで〈ださ虹

汀〕名称／テ一一マ

②実施期間

③実施主体

④内　　容

湯来町の自然・文化を伝える「古民家SATOl鮎仏」

201年4月1i　～測14年　3月31日

は潤し　共イ葦、後援、連携した機関・洲本など）

符霹非営利活動法人ひろしまNPOセンタ　ー

（実施力法、活動地域や会場、 対象者なユ・）

改修プlコジコークト

立地一本事業では湯来町の自然・文化を伝え5場として古民家SATOYAh机を

補修・内装工番を行ノつた。乱射f肘　区湯来町にあると民家S’、OYAh柏は、

旧国道沿いの湯来温泉入り日部分の賑わいが生まれやすい立地に位置す

る。築100年の木造建築で、当時町梁や縁側、炊きカラスが残される文化

的価値の高い古民家である∴立勅や文化的条件から湯来町の自然・文化を

伝えていく場としての可能性が高い。

改修内容．問題点は、古民家SAT肌′A嵐　はトイレや育所の水桓り整備が整

っておらず、段差が多く活動に支障があることや、子供の授乳や託児スペ
ースがないことである一　工事では「自然・文化」を伝える場としての価値

を高めるため、①台所改修、②トイレの設置、・3）W一部床改修、①電気工寮、

⑤子供ルームの設置を実施した。
工事の進め方・地元職人を中心に工事を進める中で、素人でもできる個所

についてはボランティアを募集し、ワ一一クショップ形式で作業を進めた。

ワ岬クショップは、大工による板の間の再生と左官によるタイル鮎りの2

点。板の間の再生では、地元の元大工の工場にて、足場板の表面の研磨を

したのち、現場大工の指導もと、溝掘り・打ち付けをした。タイル貼りで

は、昭和にあったタイルキッチンを復元することを目的に、キッチンの天

板と側面部分のタイル貼りを実施した。2つの作業において、毎回各2～

10名程度のボランティアが参加した。

修繕イベント：修繕の始まり（6月）と甲間（10月）にイベントを開催し、

修繕のはじまりは、ホタルの飛翔ビ一一ク暗に音楽会を開催し古民家

satoyamaの周知を図った。中間では、修繕に参加した職人・ボランティ

アを集め、修繕の模様を輝影したムー▼‥■・－ピーの上映などをしながら参加者を

ねぎらった。

古民家レンタル修繕の中間あたりから徐々に古民家レンタルを開始した。

町外から子育てサークルのオフ会や、講師を招いての料理教室などのワー

クショップを開催。キッチンが完成した．のちは、法人による企業カタログ

の撮影場としての利用が見られた。

その他事業：修繕中ではあるが、8月から耕作放棄地を利用したそば栽培
の活動を実施。キッチン完成後はそば料理／づくり体験なども行った。
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‡（広島市のまちづくりに、どのような成果・効果があったか。また、対象者等明文轡な

葦実施効果

範、用的r　達

成状況

ふこう修繕中は、占登家や田舎で′巨清することを希忘㌢す、る方々の訪問が目立った。技術を

学びたい人については、ボランティアとして参加してもらうこと甘できた。生漕憫撞明

入手を希望する方については、湯来町に住む・住まか、に関わらず、tll民家を清朝けう

HJの注章魚を伝えSと同時に、湯来町において†甘奮暮らしの先人者を紹介すろことな

どができた∴‥‖ん、地元からも空き家構報が集まり始めた結果、‘i膵惜しりJJら1組が－抜

挺町へ移住、1組が桝隼情報縛七、1組が町外で古代家での生活をメタ…ト㌢け‾∵いぞ

と　川代も川代へJ（）代こ′〕ファミリ山であり∴苦い世代に田舎各らしや【いざ家の再利用

について清純提供できた－h甘大きい。修繕した古民家を拠点に、耕作凝湧川畑叩ぎノミ卜や

lr一育て‾事業キ′涯めこいることも評価が高く、活動全服やポうンティアてタ　ノフな希望す

5封　代、汗き代h出て　た。徐々にではあるが、若者世代の生活者やフィン宣牒溝けう

に1ながっていう二l

r－15紳7、・釦廿を竹野掛野組成できたか。また、成功したノ、、失敗い二人　実施卜情宣1

夫した点など）薮涌＝＿事についこ8－1、地元職人を起用したことで、修繕絡J一雀も地域予

巨㌣育代濠され叩闇1aを札1㌧）でくれも主体を増やす∵とに〔なが∴〉た。iH両を変更した

崇もあ′て）が、目的はほぼ達成しており、利用胤掛や甘酢訃瑚蘭－L広がっ　－

以前け水回りがなか　一㌍ことで閑膵する－とができなかった、銅哩教案は3桓ト　等け雷

教案に51河実施することがごきた。古民家レンタルについてi．摘録針目抑榛から往々に開

始し、川脾臓二　講師）〝J開催するイノナ＼ントについては窓回漕員となっていごノ′　別間賞‾を

臣事実に増加汁て：いり譲とし′て、修繕ボランライアに参加してい一）／ノブ一二ヒ、橋縄や
さ■rJ事情を説揮iして古民家レンタ′レを養施したこ、しで、修繕の音巨lや古K繁”山購m

tノり暫し、共有がで　た。その二　が利用の定着に′　ながったといとる「．

（上記の活動の実施により判明した繹麹、今後実施したい追加活動なとj

古民家の修繕について　修繕中に　一つの場所の謹みを調整すると、キまで問題がなカー

た都万が弄んでしまうということがみられた。今回で基礎部分の修繕はできたものLrノ

今後も和々ごした経理は必要となってくるといえる。その際は、古民家で生活したいし

を対象に今鳳参加してくれた職人が講師とな′ノrr　古民家で生活するための小技孟勘史」

などを開催したいと考えている。

看板については、鼠確は完了したので、これからボランラィアを廉めて、さらに豪華尤

看板を作り、Fみんなの古民家。としでの新たな古民家㌫由一押相の…歩を睦み出したい

姜ライスべW－こくとして空き家を雨嶽する集落が増えてきている。どの空き家についで〟オ

ー．－ゝi　∴　．－　‥、‥

を継続する仕組みづくりをしていきたい。良好な奪例を作り上げることによって、†宗1才、＿弓

町全休の空き家で）再生か進み、人が魔まる、何かが生まれろ軋程として空き家の価鰍ミて喜

鼠頑、されるきっかlブを手引兵したい。j・考え〔いる。
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